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法政大学出版局　2018年3月中旬配本　定価4536円（本体4200円＋税） A5判上製・280頁
小林 直毅 編 

原発震災のテレビアーカイブ		 ISBN978-4-588-62538-1 C0036

　東日本大震災は、地震・津波の発生による甚大な被害状況から、原発事故と放射能汚染の推移、被災地の人びと
の生活までのすべてがテレビに記録された災害であった。報道や生活情報番組は、未曾有の出来事をどのように
表象し、何を伝えなかったのか。大容量録画が可能となったメディア環境下でアーカイブと化したテレビ番組の多
層的分析から、原発震災の歴史と現在に向き合う私たちの経験を問い直す。 【社会学】

☆関連書：本田・堀江編著『脱原発の比較政治学』、舩橋・壽福編著『持続可能なエネルギー社会へ』（小局刊）。

法政大学出版局　2018年3月14日配本　定価6480円（本体6000円＋税） A5判上製・296頁
高道 昌志 著 

外濠の近代	水都東京の再評価	 ISBN978-4-588-78610-5 C3052

　近代東京において、江戸城の要害としての役割を失った外濠・神田川は、いかなる変容をとげたか。本書は、四谷
御門から牛込御門を経由し水道橋に至る区間を対象に、郭内と郭外、水路としての機能の有無による河岸地ごと
の性格と役割の差異、法制度とともに変わる土地所有の形態を明らかにする。また、河岸地に生きた人 を々軸に、
時代と社会の水辺空間に対する意識の変化も考察する。 【都市史・水都学】

☆関連書：『水辺から都市を読む』『水都学 I～V』『水都ヴェネツィア』（以上、小局刊）ほか。

法政大学出版局　2018年3月中旬配本　定価5616円（本体5200円＋税） A5判上製・本文406頁＋口絵16頁
千森 幹子 著 

ガリヴァーとオリエント	日英図像と作品にみる東方幻想（仮）	ISBN978-4-588-49512-0 C1090

　『ガリバー旅行記』英語版原作を飾る挿絵には、ヨーロッパ植民地帝国の拡大につれて、日本・中国・イスラムを中
心としたオリエンタリズムの表象が前面に現れる。英仏の挿絵画家たちのジャポニズムや植民地幻想に初めて詳
細に光をあてるとともに、原作を独自に翻訳・翻案した明治以降の日本の児童文学作家・挿画家による模倣／創造
の軌跡をも丹念に跡づける独創的研究。図版多数！ 【文学・表象文化論】

☆関連書：同著者の『表象のアリス』（第39回日本児童文学学会特別賞受賞、小局刊）も好評販売中です！

法政大学出版局　2018年3月9日配本　定価5184円（本体4800円＋税） A5判上製・352頁
法政大学大原社会問題研究所／榎 一江 編 《法政大学大原社会問題研究所叢書》
戦時期の労働と生活			 ISBN978-4-588-62539-8 C3330

　戦時期日本において戦争遂行のために推進された運動や政策はどのような論理をもって展開され、人々の生活や
労働のあり方にどのような構造的変化をもたらしたのか。産業報国会に関する貴重な資料の調査プロジェクトを軸
として、政治、経済、労働、女性問題の専門家らがそれぞれの視角より総力戦体制を論じ、勤労イデオロギーにも
とづく日常生活の再編過程を明らかにする。 【政治史・経済史】

☆関連書：グラックスマン『「労働」の社会分析』、進藤久美子著『市川房枝と「大東亜戦争」』（以上、小局刊）。

法政大学出版局　2018年3月中旬配本　定価1620円（本体1500円＋税） A5判並製・154頁
日本アメリカ演劇学会 編 《アメリカ演劇28・29》

サム・シェパード特集Ⅱ／エスニック・マイノリティ演劇特集	 ISBN978-4-588-99768-6 C0074

　役者・映画人としても活躍したサム・シェパードの劇作活動の軌跡を振り返る「第１部」（執筆者＝山本秀行、森瑞
樹、岡本太助。「サム・シェパード年表」森本道孝）と、民族的少数派（エスニック・マイノリティ）演劇の近年の動向
を探る「第２部」（執筆者＝貴志雅之、穴田理枝、古木圭子）からなる合併号。

 【演劇・文学】
☆関連書：：『アメリカ演劇12 サム・シェパード特集』（小局刊）。


